
【セッション４】 

     「ベトナム人介護福祉士として日本で働く楽しさ」 

岡田智幸氏（奈良東病院） 

レ ティ ベンさん（奈良東病院グループ、介護福祉士） 

原国芳氏（社会福祉法人千寿会） 

グエン ゴック ティンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 

ディン ディンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良東病院の岡田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私からはグループの紹介と海外事業の紹介をしてベンさんにつなごうと思います。 

 私たちは奈良、京都、大阪において病院を中心に特養、老健、有料老人ホーム、通所サービス、訪問介護事業

を展開しております。特に奈良の北部で日本で地域包括ケアと呼ばれるものを提供しております（スライド右上

写真）。これは、病院や介護施設、通所サービス、訪問介護サービスを一つの場所に一体的におく施設です。今は

コロナの影響もあって少なくなりましたが、多くの海外の方が見学に来られます。 

  

 

 

 

 

 海外の取り組みですが、約 20 年前から

介護の人材不足を予測しており検証を続

けてきました。 

 

 

 

 



 

 

 

 現在、私たちのグループには海外の方

が 50 人在籍しております。特にベトナム

の方が最近多くなってきております。

EPA の方、介護留学の方、介護技能実習

生の方、特定技能の方も数名おられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナムでの事業展開を紹介します。

特に中部、南部の看護大学や看護短期大

学と連携を取っております。なかでも、

ホーチミンから車で南に 4時間ほどのと

ころにある、カントー医療短期大学とは、

2017 年に現地教育の連携をさせていた

だいています。私たちのスタッフが現地

に行って、老年介護学や高齢者介護など

を実際に教員の方々にレクチャーさせ

ていただいたり、学生との情報交換をし

たりと現在も継続しております。 

 

 

 

 

 

 

 先ほど基調講演をしていただきまし

た、ベトナム看護協会のムック会長にも

老年介護学、看護学の教材作成に監修を

していただいており、これらの教材をカ

ントー医療短期大学でも使用させてい

ただいております。 

 

 

 



次に登壇いただく

ベンさんについて、

少しだけ紹介させて

いただきます。 

ベンさんは 2018

年に来日され、私た

ちのグループにあり

ます介護福祉士専門

校である、近畿社会

福祉専門学校に入学

して２年間学びまし

た。その間、同じグ

ループのグループホ

ームでアルバイトを

しながら生活をされ

ていました。一度目

の国家試験は少し点

数が足りなかったの

ですが、今年合格さ

れました。今は家族を呼んで大阪で一緒に生活されています。それではベンさんお願いします。 

 

レ ティ ベンさん（奈良東病院グループ、介護福祉士） 

 

 

 

 

 私は 2007 年 7 月から３年間、名古屋で技能実習

生として働きながら日本語を勉強して、2010 年に

日本語試験の２級を取得して帰国しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 8 年ぶりに 2018 年に近畿社会福祉専門学校へ留

学して、再来日しました。２年間通って介護福祉士

になりました。専門学校では、日本語が大きな壁に

なりました。一度帰国して日本語を使う機会が減

っていたのと、専門用語も多くて最初はとても困

りました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卒業して１回目の試験は合格できませ

んでしたが、有料老人ホームエバーライフ

加島で働きながら勉強して、翌年の試験に

は合格できました。 

 

 

 就職して 2 年目になり仕事にも慣れてきました。利用者さんの ADL を理解して、尊重尊厳をもって働いてい

ます。 

 2021 年にコロナ時期でしたが、無事、旦那と子供二人とも来日できて一緒に暮らしています。緊急事態が継続

しているので生活は大変ですが楽しく過ごせています。子供も小学校と保育園に入れています。将来は、子供が

大きくなって自分が定年になってから、母国に帰ろうと思っています。 

 どうもありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉法人千寿会の原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

私たちの社会福祉法人千寿会で働いていますベトナムの EPA 職員の二人から、彼ら彼女らが感じた日本での就

労についてお話しさせていただきます。その前に、私たち千寿会のベトナムでの取り組みについて、簡単に説明

させていただきます。 

 千寿会は岐阜県瑞浪市を本拠地とします社会福祉法人になります。高齢者福祉については、介護老人ホームを

３拠点、通所介護デイサービスを１拠点やっています。保育園も２拠点あります。そのなかで海外事業としては、

ベトナムのダナン

市で福祉人材育成

事業をやらせてい

ただいています。 

 

 

 2010 年よりベト

ナム中部のダナン

市の看護大学と提

携し、日本語と看

護を教えるコース

を設置しています。

このプロジェクト

は11年目に突入し

ています。今回登

壇する二人はこの

コースの１期生と

３期生になります。 



 今のコースの学

習内容とは少し異

なりますが、当時

の彼らは日本語学

習を 1 年少し、座学

を中心に３ヶ月ほ

ど介護を学習する

コースを受けてい

ます。これらのコ

ースを受けたのち、

希望者には日本語

試験のＮ２レベル

を目指すコースを

設置しています。

この N２クラスで

は、実際に日本に

来て介護の現場を

勉強する来日介護研修を行なっています。約 50 日から 70 日間、見学が中心になりますが、私たちの施設で研修

を実施しています。こうした研修を経て、N２の試験を経て、日越の EPA を通じて希望者は来日就労する流れで

す。 

 

現在、24 人がベトナムの EPA を通じて当法人に就労しています。うち 10 人が 4 年を経過して、介護福祉士

の資格を取得しています。ほかのみなさんも、介護福祉士候補者として日々、業務とともに勉強に励んでいます。 

 

 

グエン ゴック ティンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士 

 

みなさん、こんにちは。みさくぼの里で働いているティンと申します。みさくぼの里は豊かな自然に囲まれた

場所にあります。 

 

 

 

これからベトナ

ムで日本語を勉強

し始めたときから、

今までの思い出や

体験したこと、大

変さをお話しさせ

ていただきたいと

思います。 

 



ベトナムの中部に

あるダナンの看護学

校を卒業してから、

千寿会の介護日本語

クラスに参加しまし

た。ここで１年間く

らい日本語と３ヶ月

ほど介護の知識を勉

強しました。写真は

介護の先生との写真

とソーラン節を踊っ

たときの写真です。 

 

 

 

 

 

 

 

ダナンで日本語と介護コース卒業後、もう１

年間ハノイで EPA のプログラムに参加しまし

た。日本語と日本文化、マナー等を勉強しまし

た。ここで沢山の日本語先生と友達に出会いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岸田元外相がハノイの日本語クラス

に訪問され、学生ひとりひとりと握手

してくれました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

私は 2015 年 5 月に日本に来ました。この写真は、私たちが住ん

でいる寮の写真です。施設長は１週間に 2 日ほど寮に泊まるの

で、ときどき一緒に料理を作ります。 

 

 

 

この写真は誕生日パーティーの写真です。それぞ

れ誕生日バーティーがあって、料理を作ったりケー

キを食べたりできて嬉しいです。故郷から離れてホ

ームシックになったこともありますが、仲間がいる

からこそ大変なことも乗り越えられました。 

 

日本の先生と一緒にピク

ニックに行ったり、クリスマ

スパーティーをしたり、花見

をしたり、いちご狩りをした

り。日本のことを何も知らな

い私たちをいろんな場所に

連れて行ってくれた先生た

ちに感謝します。 

今はコロナの関係でなか

なか出会えませんが、ときど

きトウモロコシやお菓子な

ど送ってくれます。とっても

温かく優しい先生たちです。 

施設長も、いろいろなとこ

ろに連れて行ってくれました。生活面でも仕事面でもいろいろな応援をしてくれました。施設長のおかげで日本

の生活や現場の仕事にも慣れることができ、不安感や心配感がなくなっていきました。 

そして介護福祉士を取るためにときどき集合研修にも行きました。浜松ではフィリピンの方と出会い文化交流

できました。ハノイで一緒に日本語を勉強した友達も、東京での集合研修で再会しました。 

フィリピンの人たちは水窪に遊びに来て、ベトナム料理とフィリピン料理を交流し、いろんなお話ができまし

た。 

水窪の小学校の子供たちとも交流しています。料理を作ったり、ケーキを作ったり、ゲームをしたり。とても

かわいくて、子供たちの笑顔を見ると、疲れが取れるほど嬉しいです。 



 

 

 施設内の活動についても少しお話ししま

す。節分ではお菓子を配り、運動会では利用

者さんと一緒にゲームをします。七夕では

一緒に願いを書きました。敬老会では着物

を着て踊ったり、クリスマスにもプレゼン

トを配ります。一緒に楽しんで、たくさん写

真も撮りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水窪のお祭りにも

参加したりして、日

本でも出会いがあり

ました。寮の前にあ

る川に集まって一緒

にお茶を飲んだり、

友達と一緒に旅行に

行ったりもしまし

た。ご静聴ありがと

うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ディン ディンさん（社会福祉法人千寿会、介護福祉士） 

 

私はディン ディンと申します。現在、千寿会で働いています。よろしくお願い致します。 

私はベトナム EPA の第一陣で日本に来てから、もうすぐ丸 7 年になります。EPA に参加す

る前にはダナンで千寿会のプロジェクトに参加したおかげで、2012 年に日本に来て、2、３ヵ

月間実際の介護の現場で研修させていただきました。しかし当時は日本語能力も低く、研修の

時間が短かったので、介護の仕事の内容とか大変なところとか楽しいところなどがはっきりわ

からないまま帰国しました。 

その後すぐに EPA に参加し、2014 年 6 月に来日して千葉で３ヶ月ほど研修しました。その

8 月には友達と別れて、実際の現場に入りました。最初の時期は本当にショックでした。でも

私は事前に千寿会の研修に参加していたので、ショックは少ないほうかもしれません。研修に

参加してない友達はもっと大きなショックだったと思います。 

利用者には方言を話す人もいて、言葉もわからない。食事の介助などの仕事も大変でした。

でも施設の職員がいつも親切で優しく教えてくれたので安心して仕事ができました。一生懸命、

何度も教えてくれて助かりました。 

最初の１年目は日本語を勉強しながら、現場で働いていました。わからないことがたくさん

ありすぎで本当に一番大変な一年でした。そのときは友達も少なく後輩もいなかったので、仕

事以外は 1 人で過ごす時間が多かったです。退屈な１年目はそのまま、終わりました。 

2 年目からは仕事も慣れてきて、周りの職員の性格、働き方、仕事の内容や利用者の状態も

把握できるようになりました。仕事の量が多少増えてきましたが、利用者と職員とも信頼関係

ができて冗談を言えるようになったので、心が少し楽になりました。 

現場には可愛い利用者がたくさんいます。休みの日に会わないととても会いたくなるような

人もいます。しかし、わがままで暴れる利用者さんもいます。それでストレスがたまったとき

もあります。職員同士で意見がぶつかったり、仕事もいつもうまくいくわけではありません。

みんなの働き方や性格に合わせてやるしかないと思ったこともあります。 

でも 2 年目からは毎年、後輩がたくさん来てくれるようになりました。誕生日パーティーや

カラオケなどをいつもみんなで集まって一緒にやります。そういうときは本当にストレスが発

散できます。 

去年からコロナの影響で帰国もできず、友達と一緒に過ごす時間も出かける時間もだいぶ減

ってきました。以前みたいに遠くまで遊びに行けません。その代わりに施設が用意してくださ

った畑で10種類以上の野菜を育てています。スーパーで販売されていない野菜も作りました。

今年はカボチャやゴーヤ、空芯菜、ヘチマなどを作りました。 

疲れたときや時間があるときに、水やりとか草取りとかをしています。好きな野菜がたくさ

ん取れるので、リラックスできて気持ちも良くなります。たくさんとれた野菜は友達にわけた

り、施設の人と一緒に食べることもあります。都会の施設では難しいと思いますが、野菜作り

はベトナムの人は喜ぶと思います。 

私は国家試験に合格したら帰国しようと思っていましたが、施設の人がいつも優しくしてく

ださって外国人の制度も良い方向に改善してくださったので、今まで働いています。本当に感

謝しています。 

 

 



 

【質疑】 

Q．養成課程について。外国人人材と協働し、より良いケアの提供を目指すために、日本の看

護や介護を学ぶ学生はどのような内容を学ぶと効果的だと思いますか？ 

 

A．ホップさんの話にもありましたが、まず、ベトナムの方も日本人もお互いの知らないこと

を理解し合うことが一番大事かなと思います。養成課程にどんなカリキュラムを入れるかです

が、ベトナムではこれから高齢化が進むので高齢者介護の内容が必要になってきます。日本で

はすでに行われている訪問看護や訪問介護なども、今後ベトナムでも重要になってくると思い

ます。そのための情報交換ができればいいと思います。交換留学などもできれば、お互いに情

報を得ながら、それぞれの国で生かしていけると思います。最終的に我々がやろうと思ってい

ることは、教員の育成です。ベトナム人の教員が、ベトナムで高齢者介護をどのように伝えて

いくか。そのためには、実際に日本に来て介護学校などで研修をしていただくことを繰り返し

てもらう。それでベトナムでの教育に生かしていただく。それが大事だと思います。カリキュ

ラムの中身は専門家の先生の意見はあると思いますが、まずはお互いに理解していくというこ

とと、交流を深めていくことが大事だと思います。そのなかでお互いが同じ立場にいることを

理解していく。日本は高齢化社会を早くにむかえており、ベトナムはこれからです。先にむか

えたからいいということではなく、先に学んだことをベトナムに伝えていく。ベトナムはベト

ナムで学んだことを日本に提供していただく。双方で情報交換していくことが必要だと思いま

す。ゴールはありません。（岡田） 

 

A．ベトナムでは「介護」という仕事がまだ馴染んでいないので、まずは介護とはどんな仕事

かという職業認識を教えることが必要です。技術面に関しては、「どこで教育するか」によって

教える内容が違ってくると思う。教育期間によっても、優先順位をつけて何を教えていくかを

考えながらカリキュラムを組まないといけないと思います。（ホップ） 

 

 

 

 

【閉会のあいさつ】 

 ３名のベトナムの方々からお話をいただき、フロアーから「彼/彼女らが働く施設を見学した

い」とのご要望をいただきましたが、現在は新型コロナ感染対応でどの施設も忙しくされてお

りますので、施設訪問は厳しい状況にあるということをどうぞご理解ください。 

 本日は「ベトナムから日本の介護へ」というテーマで多くの方々にご登壇いただき、それぞ

れのお仕事、立場、視点、経験から貴重なお話を伺うことができました。本当にありがとうご

ざいました。 

 インターネット上で公開されている論文や研究成果もありますので、ご興味のある方は参考

にされると良いかと思います。 

今後もベトナム人介護人材に関するセミナーも開催予定です。またご参加いただけばと思い

ます。本日はありがとうございました。（二文字屋） 


